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平成元年 4 月 1日 ....... ＋ 
学 長
ただい ま ， 卒業証書， 修了証書ある いは修士学位記
を授与 さ れ ま した1,199名 に の ぼ る 諸君は， 本 学 に お
け る 所定の課程を終え， 本 日 ここにめでたく卒業 の 日
を迎えられた方々であ り ま して， 教職員一同心から祝
福を申しあげま す。諸君 の喜びも さ る こ と ながら， 御
家族の 方々 の お 喜 びは さ ぞかし と 推察いたし ま す。
諸君の うち， ほ と んどの 人が16年以上 に 及 ぶ学校教
育に別れ を告げ る 時が来たわ け であ り ま す。本学にお
け る 最後 の 学生生活は， 諸君の将来 の 展望に何らかの
指針を与えたもの と 思いま すが， ま す ま す高度化す る
社会や拡大変貌す る 産 業， 経済活動 に対処していく社
会人 ま たは職業人 と しては， さ らに今後一層の 研鎌が
必要であ り ま す。学窓を去る に当たって新たな る 目標
と 不退転 の決意を持って， 生涯学習の 社会へ と 出発し
てくだ さ い。
と ころで， 今 日 の我が国は国際的 にも圏内 的 に も多
くの問題をかかえてお り ま す。
御存知の よ うに， 戦後， 我が国は， 平和主義， 自由
主義， 議会制民主主義の憲法 の も と で， 専守防衛， 非
核三原 則 を国是 と して， 経済発展 の道をひたすら走 り
続けて き ま した。その結果， 我が国のG N Pは米国 に
次ぎ第 2 位， 世界総生 産 の 1割以上を占め， しかも 世
界最大 の債権国であ る と いう経済大国に なったわ け で
あ り ま す。しかしながら， 近年 Japan Bashing （ 日
本たた き ） が声高かに叫けばれている ように， 我が国
が経済力 に見合った国際的貢献を果 さ ないと の各国 の
非難が高 ま ってお り ま す。国際経済の厳しいせ り 合い
の中で， 我が国がいつ ま でも繁栄 を保て る と は思え ま
せんが， ここま で国際的に経済大国に なったからには，
金儲け一本や り の自国中心主義的な戦後の 枠組みから，
市場開放， 経済協力 ， 技術や文化 の交流 と いった分 野
で国際的役割を立派に 果たし， 信頼 と 尊敬を受 け る 国
にならなければな り ま せん。
と り わ け， 我が国がリーダーシップを発揮すべ き 問
題 と して地球の環境保全があ り ま す。経済大国及 び 公






ろであ り ま す。
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よ くいわれ る よ うに「がん」は知らぬ聞にじわじわ
と 進み， 気づいた と き は手遅れ に なってい る こ と が多
いが， 地球環境の破壊もそれに似てお り ま す。大気の
二酸化炭素が増えてい る 。 オゾン 層の破壊が進んでい
る と 指摘 さ れでも， 差し当た り 変化を感じない。 深刻
な事態 と は受 け と めにくI.' 0 「ま だ大丈夫」 「 ま だ心
配ない」 と 対策を先送 り してい る うちに 「もう間にあ
わない」状態 にな り かねない。一般の認識 と は裏腹に
地球の環境破嬢はかな り の 速 さ で進んでいる ようであ
り ま す。二酸化炭素， フ ロ ンやメ タ ン等 の増加 に伴う
地球の温室効果についてはよ く御存知 と 思い ま す。こ
れらの気体は毎年1.5 ppmずつ増えて お り ， 過去 20年
間に約10%増加している と いわれてお り ま す。こ の 状
態が続く と 21世紀前半には地球の 平均気温が1.5 ～3 .5
oc上昇し， 場合 に よ っては海面は lm以上も上昇す る
と 推定 さ れてお り ま す。その場合， 沿岸の 広範な地域
が水没し， 塩水 の湖上で都市， 工業地帯， 農地などが
消滅す る 恐れがあ り ま す。それだけではあ り ま せん。
同時進行中の 森林破壊， 砂漠化， 酸性雨やそ の他の 化
学物質汚染などの打撃も計 り しれないものがあり ます。
ま た， 発展途上国の爆発的 人 口 増 に よ る 土地の酷使，
環境負荷 の増大も重大であ り ま す。しかしながら， 環
境問題で最後 に 問われ る の は， われわれ人 間の生 き 方
であ り ま しょう。物質的豊かさ を追求す る かぎり， 問
題の解決は不可能であ る と 思いま す。地球環境の 問題
は現代文明 に対する 問いかけでもあ る わ け で， かけが
えのない地球を守る ために， 人聞は地球の規模に見合っ
た文明を再構築し， 新しい地球倫理の確立を急がなけ
ればな り ま せん。
次に ， 圏内 に目を向け る と ， 高度産業社会 の病巣で
ある 人間疎外や市場経済社会の豊かさ の弊害が際立っ
て き ま した。諸君が育ったの は高度成長期を経て実現
した豊かな社会であ り ま した。そして， 今 日 は ま さ に
飽食の時代 と いわれてお り ま す。したがって， 諸君は
経済的な豊か さ に基づく価値観や現状 を肯定す る 論理
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にあま り 抵抗を感 じ ない か も 知れま せん。 し か し ， 今
日 の 社会の う わべの豊かさに慣れて ， 何か を失 い か け
て い ない で し ょ う か。 「衣食た りて礼節を知 る j と は，
人聞 は経済的貧困を 解決すれば， 道徳心など精神 の 豊
かさは， お の ず か ら 備 わ っ て く る こ と を い う わ け で す
が， 経済成長や物質の豊かさ は 果 し て 精神の豊か さを
も た ら し た で し ょ う か 。 人 々 の努力 に よ っ て 世の中が
繁栄 し て い く こ と は望ま し い こ と で す が， そ の 反面，
現在の社会 は 人 間 に 最 も 大切な も の ， す なわ ち 人 間 の
尊厳 と 品位 を 形 づ く る ， 自 ら を律す る 節度 や 名 誉 を重
んず る 精神などを い つ の ま に か 衰退させ て い ない で し
ょ う か 。 物質文 明 が飛躍的 に 成長 し で も 精神 文 明 が衰
退 す れば， 人 間 の 将来 は ど う なる の で し ょ う か 。 諸君
ら に 提起された問題であ り ま す 。
さて， 長か っ た 昭和 が終 り ， 平成 に 移行 し ま し た 。
「内た い ら か に 外なる 」 か の よ う に ， こ の と こ ろ 国際
情勢の 変化 も ま た 目 をみ は ら せ る も の があ り ま す 。 米
報 第305号
ソ の デ タ ン ト ， 中 東戦争の終結， ア フ ガ ン か ら の ソ 連
撤退， 中 ソ の接近や カ ン ボジ ア 和平 と た て つづ け に ，
世界歯車が平和 に 向 っ て大 き く 廻 り ま し た 。 し か し ，
世界 が成 り 行 き ま か せ に 平和 に 「成 る 」こ と は な い の
であ っ て ， 平和 に 「成 す 」 主体的 な責任感を わ れ わ れ
一人ひ と り が持つ必要 があ り ま す 。 こ れか ら の 平 成 時
代に われわれは， 「戦争 と 平和」 に つ い て の 責 任 の み
な ら ず， 政治， 経済． 環境 と いろい ろな も の に 責 任 を
持つ 必要 があ り ま す 。 成 り 行 き ま か せ の態度 を 改 め ，
万事 に 責任 を持つよ う に なら なければ， 日 本人 と し て，
ま た 地球人 と して 生 き て い けなくなる に 違 い ない と 思
い ま す 。 21世紀を創造す る 諸君の責任あ る 行動 に 期待
し ま す 。
終 り に， ど う ぞ く れぐれも 御健 康 に 留意されて ， 大
い に 活躍されん こ と を祈念 し ま し て， 卒業生 諸君へ の
儲けの言葉 と い た し ま す。
・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・圃・・ ・・・・・・・・・・ ・・圃・・
関 係 法 � 
・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・・・・・・・・・・・・・
政 令 令の一部 を 改正す る 省令 （問4 ) 3 ・ 27
。 国家公務員宿舎法施行令の一部を改正す 。 国立学校に お け る 授業料そ の他 の 費 用 に
る 政令 （44) 3 ・ 15 関す る 省令の一部 を改正す る 省令 （文部
。 教育公務員特例法施行令の 一部 を改正す 5 )  3 • 28 
る 政令 （54) 3 ・ 22 。 学校教育法施行規 則の一部 を 改正す る 省
。 教育職員 免許法施行令及 び地方公共団体 令 （同 10) 3 • 31  
手数料令の一部 を 改正す る 政令 （55)' 3 ・ 22 。 国立学校 設置法施行規 則 の 一 部 を 改正す
。日 本育英会 法施行令の一部 を改正す る 政 る 省令 （同 12) 3 ・ 31
令 （70) 3 • 27 。 国立大学の学科及 び課程並 び に 講座及 び
。 国立学校設置法施行令の一部 を改正する 学科 目 に 関 す る 省令の一部 を 改正す る 省
政令 （73) 3 • 29 令 （同 13) 3 • 31  
告 示
省 令 。 幼稚園教育要領 の 全部 を 改正す る 件 （文
。 郵便規 則等 の一部 を 改正す る 省令 （ 郵政 部23) 3 ・ 15
10) 3 • 15 。 小学校学習指導要領の全部を改正す る 件
。 学校教育法施行規 則の一部 を改正す る 省 （同24) 3 ・ 15
令 （文部 1 ) 3 ・ 15 。 中学校学習指導要領の 全 部 を 改正す る 件
。 教育職員 免許法施行規 則等の 一部を改正 （同25) 3 • 15 
す る 省令 （ 同 3 ) 3 ・ 22 。 高等学校学習指導要領 の 全 部 を 改正 す る
。 学校教育法施行規 則の一部 を改正す る 省 件 （同 26) 3 • 15 
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。平成 2 年 4 月 1日 か ら 平成 4 年 3 月 3 1臼
ま で の聞に お け る 小学校学習指導要領 の
品品十
特例を定 め る 件 （文部32) 3 ・ 27
報 第305号
。平成 2 年 4 月 1日 か ら 平成 5 年 3 月 31日
ま で の 間 に お け る 中学校学習指導要領の
特例を定 め る 件 （同33) 3 ・ 27
学 内 規 則
富山大学経済学部規則の一部改正
富山大学経済学部規 則 の 一部 を 改正す る 規 則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成元年 2 月 17日
富山大学長 大 井 信
富山大学経済学部規則の一部を改正する規則
富山大学経済学部規 則 （昭和50年 6 月 27日 制定 ） の
一部 を 次 の よ うに 改正す る 。
第 16条を 次 の よ う に 改め る 。
第16条 課程の修了は， 教授会 の 議 を経て学部 長 が認
定す る 。
第 18条の前 の 見 出 し 中 「， 転学科」 の 次 に 「， コ ー
ス 変更」 を加え， 同条 を 次 の よ う に 改め る 。
第 18条 転学部， 転学科， コ ー ス 変更， 転入 学 及 び編
入学 （以下「転学部等」 と い う。） を希望す る 者 が
あ る と き は ， 選 考 の上教授 会 の 議 を 経てこれを 許可
す る こ と が で き る 。
2 夜間主 コ ー ス への編入学 は ， 別に 定 め る 。
3 夜間主 コ ー ス の 学生 は ， 昼間主 コ ー ス への 変 更 は
で き ない 。
附 則
こ の規 則 は ， 平成元年 2 月 17日 か ら 施行 す る 。
砂 富山大学経済学部規則の改正理由
短期大学等か ら 経済学部夜間主 コ ー ス への編入学及
び夜間主 コ ー ス か ら 昼間主 コ ー ス への コ ー ス 変更を 明
示す る た め， 所要事項を改め る 。
富山大学電気工作物保安規則の一部改正
富山大学電気工作物保安規 則 の一部を 改正す る 規 則 を次 の と お り 制定 す る 。
平成元年 3 月 9日
富山大学長 大 井 信 一
富山大学電気工作物保安規則の一部を政
正する規則
富山大学電気工作物保安規 則 （昭和41年 3 月 15日 制
定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正 す る 。
別表第 1寺町団地 の項を削 る 。
附 則
この規 則 は ， 平成元年 3 月 9日 か ら 施行 し ， 平成元
- 4 
年 2 月 1 Bか ら 適 用 す る 。
砂 富山大学電気工作物保安規則の改正理由
寺町団地 （学生寮 ） の 電気需給契約覚書で 契約電 力
が41KW と なり ， 自家用 電 気 工 作 物 （ 50KW以上） で
なくなっ た こ と に 伴 い ， 所要事項 を 改め る 。
平成元年 4 月 1 日 事地"7- 報
富山大学学則の一部改正
富山大学学 則 の 一部 を改正す る 学 則 を次 の と お り 制定す る 。
平成元年 3 月 17 日
富山大学長 大 井 信 一
富山大学学則の一部を政正する学則
富山大学学 員lj （昭和59年 3 月 12 日 制定 ） の 一部 を次 の よ う に 改正す る 。
別 表第 2 工学部 の 部及 び合計を次の よ う に 改め る 。
電 気 工 b寸Mー． 科 73 292 
工 業 イヒ 学 キヰ 50 200 
金 属 工 A守凶二 科 43 17 2 
機 械 工 学 科 56 224 
工学部
生 産 機 械 工 学 科 45 180 
イヒ 寸..，，ー」 工 比ーテ4 キヰ 46 184 
電 子 工 h寸Mー． 科 59 236 
計 372 l，羽8
ぷd' 計 1, 432 5 ,728 
別表 第 3 を次 の よ う に 改め る 。 （別添の と お り ）
附 則
1 こ の 学 則 は， 平成元年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 別表第 2 に 定 め る 総定 員 は ， 同 表 の 規 定 に か か わ ら ず ， 平成元年 度 か ら
平成 3 年度 ま で は， 次 の とお り と す る 。
Aヲ孟 んー 部 弓品広与． 科 等 平成元年度 平成 2 年度 平成 3 年度
人 文 ザ－ー 科 380人 380人 380人
人文学部 圭ロ互 寸A比一 文 学 科 380 380 380 
計 760 760 760 
小学校教 員養成 課 程 480 440 400 
中 学校教 員養成課 程 200 200 200 
養護学校教員養成課程 80 80 80 
教育学部
幼 稚 園 教 員養成 課 程 120 1 20 120 
情 報 教 育 課 程 80 120 160 
計 960 960 960 
経 済 学 手ヰ
昼 間 主 コ ー ス 576 576 576 
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
経 営 ぶ寸
＂＂． 科
昼 間 主 コ ー ス 496 496 496 
経済学科
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
第305号
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経 営 法 �込4� 科
昼 間 主 コ ー ス 40 8  40 8  40 8  
夜 間 主 コ ー ス 80 80 80 
計 1 ,7 20 1 ,7 20 1 7 20 
数 且f且－． キヰ 17 2 17 2 17 2 
物 理 学 科 1 88 1 88 1 88 
化 学 科 17 2 17 2 17 2 
理 学 部
生 物 且ヲ� 科 140 140 140 
地 球 科 学 科 1 28 1 28 1 28 
計 800 800 800 
a時同孟 気 工 A守L与ら 科 235 255 275 
工 業 イヒ 守A以二． 科 196 19 8 200 
金 属 工 ヲ悼a与． 科 17 2 17 2 17 2 
機 械 工 ムヲ主」ユ与 科 21 8  221 224 工 学 部
生 産 機 械 工 学 科 176 17 8 1 80 
イヒ 学 工 守A主d二. 















科 17 8 1 81 1 84 
科 191 207 223 
1 ,366 1 ,41 2 1 ,45 8  
5 ,606 5 ,65 2  5 69 8 
別 添
教員の免許状の種類 （免許教科）
中学校教諭1 種免許状 : 
！（社会）
高等学校教諭1 種免許状i
中学校教諭1 種免許状 ！（国語， 中国語，
高等学校教諭1 種免許状｜英語， ドイ ツ語）
小学校教諭1 種免許状 : 













養護学校教員養成課程 ｜ 養護学校教諭1 種免許状
幼稚園教員養成課程 幼椎園教諭l種免許状
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高等学校教諭 1種免許状 （社会， 商業）
中学校教諭 1 種免許状 ' （社会）











高等学校教諭 1 種免許状 （工業）
教育職員免許法 等 が改正され る こ と 及 び平成元 年度 に 工学部 の学生定員増
が図 ら れ る こ と に 伴 い， 所要事項を改め る 。
富山大学大学院学則の一部改正
富山大学大学院学則 の一部 を 改正す る 学則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成元年 3 月 17 日
富 山大学長 大 井 信
富山大学大学院学則の一部を改正する学則 附 則
第305号
富 山大学大学院学則 （昭和53年 4 月 1 日 制定 ） の 一
部を次の よ う に 改正す る 。
この学則 は， 平成元 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
第23条中 「高等学校教諭 2級普通免許状」 を「 高等
学校教諭 1 種免許状」に， 「 高等学校教諭 1級普通免
許状」を「 高等学校教諭専修免許状」に改め る 。
砂 富山大学大学院学則の政正理由
教育職員免許法等が改正され る こ と に 伴 い， 所 要 事
項を改め る 。
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富山大学大学院理学研究科規則の一部改正
富 山大学大学院理学研究科規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制 定す る 。
平成元年 3 月 17 日
富 山 大学長 大 井 信 一
富山大学大学院E里学研究科規則の一部を
政正する規 則
富山大学大学院理学 研 究 科規則（昭和5 3年 4 月 1 日
制 定 ） の 一部を 次 の よ う に 改正す る 。
別表数 学専攻の項中
「 応用 解 析 学 特 諭I 2 
II 2 」の次 に
「 数 値 解 析 学 特 論I 2 
II II 2 」を加える 。
別表物理学専攻の項中
「 磁 気 物 理 学 4 」 を
「 磁 気 物 理 学 2 」 に 改め，
「 レ ー ザ 一 分 光 学 4 」 の 次 に
「 量子 エ レ ク ト ロ ニ ク ス 4 」 を 加える 。
附 則
1 こ の 規則 は， 平成元年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
2 昭和63年度以前の入学生 に つ い て は， な お 従前の
例に よ る 。
砂 富山大学大学院理学研究規則の政正理由
授業科 目及 び単位数 を 整理 し， 教育内容の充実 を 図
る た め， 所要事項を 改め る 。
富山大学大学院工学研究科規則の一部改正
富山 大学大学院工学科研究科規則 の 一 部 を 改正 す る 規則 を次 の と お り 制定す る 。
平成元年 3 月 17日
富 山大学長 大 井 信 一
富山大学大学院工学研究科規 則の一部を
改正する規則
富山大学大学院工学研究科規則 （昭和42年 5 月 1 9 日
制 定 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 4条第l項を 次 の よ う に 改 め る 。
学生は， 指導教 官 の 許可を 得 て 所属 す る 専攻以外 の
専攻の授業科 目若 しくは他 の研究科 の授業科目文 は 学
部 の 授業 科 目 を 履修す る こ と ができ る 。
第 5条を次 の よ う に 改め る 。
第 5条 学生は， 毎 学期 指定 す る 期間内 に ， そ の 学 期






に 改め る 。
情報処理特論第二 2」
附 則
1 こ の 規則 は， 平成元年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
2 昭和63年度以前 の入学生 に つ い て は， 改正 後 の 別
表 の 規定 に か か わ ら ず， な お従前 の 例 に よ る 。
惨 富山大学大学院工学研究科規則の改正理由
1 富 山 大学大学院学則第 15条の規定 に 基 づき， 他の
研究科又は学部の授業科目に つ い て 履修 できる よ う
に 規則 を 整備す る 。
2 各専攻共通の教育内容の充実 を 図 る た め， 所 要 事
項を改め る 。
平成元 年 4 月 1 日 品同十 報 第305号
富山大学専攻科規則の一部改正
富 山大学専攻科規則 の 一 部 を 改正す る 規則 を 次 の と お り 制定 す る 。
平成元 年 3 月 17 日
富 山大学長 大 井 信
富山大学専攻科規則の一部を改正する規則
富 山大学専攻科規則（昭和 59年 3 月 1 2 日 制 定〉の 一
部 を 次 の よ う に 改正す る 。
第 9条 の 表 中「 高等学校教諭 1級普通免許状」 を
「高等学校教諭専修免許状」 に 改め る 。
附 則
この規則 は， 平成元 年 4 月 1 日 か ら 施行す る 。
砂 富山大学専攻科規 則の改正理由
教育職員免許法等が改正され る こ と に 伴 い ， 所 要 事
項を改め る 。
富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防規則の一部改正
富山大学 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 放射線障害予防規則 の 一部 を改正す る 規則 を 次 の と お り 制定す る 。
平成元年 3 月 17 日
富山大学長 大 井 信 一
富山大学トリチウム科学センター放射線
障害予防規 則の一部を改正する規則
富 山大 学 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー放射線障害予 防 規
則 （昭和56年 2 月 20 日 制定 ） の 一部 を 次 の よ う に 改正
す る 。
第 2条の見出 し を 「 （ 総括及 び組織） 」 に 改 め ， 同条
に 次 の 1 項を加える 。
2 セ ン タ ー に お け る 放射性同位元素又は放射線発 生
装 置 の 取 扱 い に 従事 す る 者及 び安全管理 に 従事 す る
者 に 関す る 組織 は， 次 の と お り と す る 。
セ ン タ ー長寸放射線取扱主任者一放射線業務従事者
｜ （代 理者）
L放射線取扱副主 任者
第 3条を次 の よ う に 改め る 。
（放射線取扱主任者等）
第 3条 セ ンタ ー に， 放射線障害予 防 に 関する 業 務 を
行 わ せ る た め ， 放射線取扱主任者 （以下「主 任 者 」
と い う 。）及 び放射線取扱副主 任 者 （ 以下 「 副 主 任
者」と い う 。 ） を 置 く 。
2 セ ン タ ー に， 主任者及 び副主任者が旅行， 疾病等
の理由 に よ り 職 務 を 行 う こ と ができな い期 間 中 そ の
職務を 代行させ る た め ， 主任者の代理者 （以下「代
理者」 と い う 。） を置く。
3 主任者， 副主任者及 び代理者 は ， 第 l 種放 射 線 取
扱主任者免状を有す る 者 の う ち か ら ， セ ン タ ー 長 の
推薦 に よ り 学長が命ず る 。
第 4条の 見出しを「（主 任者， 百lj主任 者及 び 代 理 者
の 職 務 ）」に 改め， 同条第 1 項を 次 の よ う に 改 め る 。
主任者 は ， 放射線障害を予防す る た め に ， 放 射 性 同
位元素 の 使用 ， 保管， 貯蔵及 び廃棄等に 必要 な 指導監
督を 行 わ な ければな ら な い 。
第 4条 に 次 の 1 項 を 加え る 。
6 代理 者 は ， 主任者及 び副主任者が不在 の場合 は 主
任者 の 職務を 代行す る 。
第5 条第 1 項を 次 の よ う に 改め る 。
同位元 素の使用 ， 管理及 び そ の他の 作 業 に 従事 す る
者 で あ っ て管理区域 に 立 ち 入 る 者 （以下「従事 者 」 と
い う 。）は， あ ら かじめ別 紙第 1 号様式 の 放 射 線 業 務
従事者登録申請書 に 必要事項を記入 の 上， 健康診断書
を添えて セ ン タ ー 長 に提出 し ， 登録許可 を 受け な け れ
ばな ら な い 。 た だ し ， セ ン タ ー 以外 の者 に あ っ て は ，
所 属 長 を 経由 し て セ ン タ ー 長 に提出しな ければな ら な
し、。
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第 5条第 2 項中 「及 び随 時立入者」を 削 る 。
第 6条中 「， 被ばく線量」を 「， 被ばくに よ る 線 量
当 量」 に 改め， 同条中 「並 び に 随 時立入者」を削 る 。
第 7条第 1 項中「， 別紙第 3 号様式」をに 別 紙第
2 号様式」に 改め る 。
第 8条中 「， 第21条の規定 に 基 づ い て 定 め ら れ る 事
項l を 「， 富山大学 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー放 射 線障
害予防内規の規定 に 定 め ら れ た 事項」に 改め る 。
第 9条第 3 号申 「貯蔵庫」を 「貯蔵箱」 に 改 め ， 同
条 に 次 の 1 号 を 加える 。
(4）貯蔵箱は 必ず施錠 し， 鍵は主任者 に 返却す る こ と 。
第10条第 1 項中 「従事者 は 」 を 「従事者は， セ ン タ ー
内で」に 改め， 同項第 3 号 を次の よ う に 改め る 。
(3）容器 の 表面の 1 セ ン チ メ ー トル線量 当量率が 2 ミ
リ シーベ ル ト 毎 時 を， 容器 の 表 面 か ら 1 メ ー ト ノレ
離れ た位置 に お け る 1 セ ン チ メ ー ト Jレ線量当 量 率
が 100マ イ ク ロ シーベ ル ト 毎 時 を そ れ ぞ れ 超 え な
い よ う に す る こ と 。
第 1 1条第 2 項 を次 の よ う に改め る 。
2 従事者 は， 固体状の 同位元素又 は 同位元素 に よ り
汚染され た 物 を 廃棄 し よ う と す る 場合 に は， 主 任 者
の指示 に従い， 不燃性及 び可燃性 に 区分 し， そ れぞ
れ専用 の 廃棄物容器 に 封入 し ， 廃棄物保管室 に 保 管
廃棄 し な ければな ら な い 。
第12条第 1 項 を 次 の よ う に 改め る 。
従事者 は， 液体状の 同位元素又 は同位元素 に よ って
汚染され た 液 を 排出 し よ う と す る 場 合 に は， 主任 者 の
指示 に従い， 排水設備 の 排水口 に お け る 排液中の 同位
元素 の濃度を 濃度限度以下と し な ければな ら な い 。
第13条第 1 項を 次 の よ う に 改め る 。
従事者 は， 気体状の同 位元素文 は 同位元素 に よ って
汚染され た 空気 を 排気 し よ う と す る 場合 に は， 主 任 者
の指示 に 従い， 排気設備 の 排気口 に お け る 排気 中 の 同
位元素の濃度を濃度限度以下と し な ければな ら な い 。
第14条 の 見出 し を 「（施設 の 測 定 ）」に 改 め ， 同条第
1 項 中 「， 放射線量率」を 「， 放射線 の 量」 に 改 め ，
同条第 2 項中「， 別紙第 4 号様式」 を 「， 別紙第 3 号
様式」に 改め る 。
第15条の 前 に 見出 し と し て「 （人 体 の 測定 ）」を付 し，
同条第 2 項を次 の よ う に 改め る 。
2 従事者 は， 手足等 の 人体部位の表面が表面密度限
度を超えて同位元素 に よ り 汚染され， そ の 汚染 を 容
易 に 除去で き な い場合 に は， 別紙第 4 号様式の 測 定
結果記録 に 必要 事項を記録 し な ければな ら な い 。
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第 15条 に 次 の 1 項 を加え る 。
3 セ ン タ ー 長 は， 前項 の 記録を保存 す る と と も に ，
写 し を 本 人 に 交付 し な ければな ら な い 。
第 15条の 次 に 次 の 1条を加える 。
第 1 5条の 2 主任者 は， 管理区域 に 立 ち 入った 者 に つ
い て， 次 に 定 め る と こ ろ に よ り ， そ の 者 の 受け た 放
射線の 量を測定 し な ければな ら な い 。 た だ し ， 測 定
が困難 な 場 合 は， 計算 に よ って こ の値を算出す る も
の と す る 。
(1）放射線 の 量の 測定 は， 外部被ばく及 び内部被ばく
に よ る 線量 当 量 に つ い て 行 う こ と 。
( 2）外部被ばく測定 は， 管理区域 に立ち 入って い る 間
継続 し て 行 う こ と 。
(3）内部被ぱくの 測定 は， 同位元素を誤って 摂取 し た
と き 及 び摂取す る お そ れ の あ る 場所へ立ち 入 る 者
に あ って は， 3 月 を超えな い 期 間 ご と に 1 回 （ 女
子 に あ って は， 1 月 を超えな い期 間 ご と に 1 回 ）
行 う こ と 。
(4）管理 区域 に 一 時的 に 立 ち 入 る 者で従事者以外 の 者
に つ い て は， 外部被ぱく線量当 量 に つ い て は 1 セ
ン チ メ ー ト ル線 量 当 量 に つ い て 1 00 マ イ ク ロ シー
ベ ル ト を， 内部被ばく線量当量 に つ い て は 実 効 線
量当 量 に つ い て 100 マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超 え る
お そ れ の な い と き は， こ の限 り で は な い 。
2 主任者 は， 前項 の測定結果 を 4 月 1 日 ， 7 月 1 日 ，
10月 1 日 及 び 1 月 1 日 を始期 と す る 各 3 月 間， 4 月
1 日 を 始期 と す る 1 年間並 び に 女子 に あ って は 毎 月
L日 を 始期 と す る 1 月 間 に つ い て， 当該期 間 ご と に
集計 し な ければな ら な い 。
3 主任者 は， 前項 の記録か ら 実効線量当量及 び 組 織
線 量 当 量 を 当該期 間 ご と に 算 定 し なければな ら な い 。
4 主任者 は， 第 1 項か ら 前項ま で の 結果 を別紙第 5
号様式 に 記録 し な け ればな ら な い 。
5 セ ン タ ー長 は， 前項 の 記録を保存 す る と と も に 写
し を， 記録の つ ど本人 に 交付 し な ければな ら な い 。
第 16条を 次 の よ う に 改め る 。
（記 帳 ）
第 16条 主任者 は， 同位元素の使用 ， 保管， 廃棄 及 び
教育訓練 に 関 す る 事項の 記 帳 を 行わ な ければな ら な
し、。
2 主任者 は， 1 年ご と に 前項 に 規定す る 帳簿 を閉鎖
し な ければな ら な い。
3 主任者 は， 帳簿を閉鎖 し た 後 5 年 間保存 し な け れ
ばな ら な い 。
第 17条第 1 項中 「並 び に 随時 立入者」 を削り， 同項
中 「初 め て 」 を 「， 初 め て 」 に 改め ， 同条第 2 項第 2
号 中 「取 扱 い 」 を 「安全取扱 い 」 に 改め る 。
第 18条第 1 項 中 「及び随時立入者 に 対 し ， 」 を 「 に
対 し 」 に 改め ， 同条第 2 項 を 次 の よ う に 改め る 。
前項 に 規定 す る 健康診断 に つい て は ， 初 め て 管理
区域 に 入 る 前及 び立 ち 入 った 後に つい て は ， 1 年 を
超えない期間 ご と に 行 わなければな ら ない。 た だ し，
放射線障害 を 受け る お そ れ の あ る 不測 の事 態が生 じ
た場合 は ， 遅滞な く ， そ の 者 に つき健康診 断 を 行 わ
なければな ら ない 。
第 18条の 2 を 削 る 。
第20条第 4 項 を次 の よ う に 改め る 。
前項 に 規定 す る ほか ， 同位元素の 所在不明 等 の 事
故が発生 し た 場 合 に は ， 学 長 は ， そ の旨 を 直 ち に ，
そ の 状況及 びそ れ に 対す る 処置を 10 日 以内 に 科 学 技
術庁長官及び関係各機関 に 報告 し なければなら ない。
別紙第 1 号棟式を次 の よ う に 改め， 別紙第 2 号様式
を削 る 。 （ 別 添 1 の と おり3
（ 別 添
別 紙第 3 号様式 を 別 紙第 2 号様式 と し ， 同様式 を 次
の よ う に 改め る 。
（別添2 の と おり）
別 紙第 4 号様式 を 別 紙第 3 号様式 とし， 同様式 を 次
の よ う に 改め る 。
（別添3 の と おり）
別 紙第 5 号様式 を 別 紙第 4 号様式 と し ， 同様式 を 次
の よ う に 改め る 。
（ 別 添4 の と おり）
別 紙第 4 号様式 の 次 に 次 の l 様式を加える 。
5 の と おり）
第305号報品同千平成元年 4 月 1 日
2 
附 則
こ の 規則 は ， 平成元年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
富山大学トリチウム科学センター放射線障害予防
規則の政正理由
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平成元年 4 月 1 日 .>Mo 千 報 第305号
富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予防規則の一部改正
富山大学放射性 同位元素総合 実験室放射線障害予防規則 の 一部 を 改正す る 規則 を 次の と おり制定す る 。
平成元年 3 月 17 日




則 （昭和57年 2 月 19日 制定 ） の一部 を 次 の よ う に 改正
す る 。
第 4条中「室長， 取扱主任者」 を「取扱主任者」 に ，
「， 法令に 定 め る 放射線取扱 主 任 者 の 資格Jを 「， 第
1 種放射線取扱主任者免状」に 改め る 。
第 5条を次 の よ う に 改め る 。
第 5条 削除
第 6条の見出 し を 「 （施設 の 維持管理 ）」 に 改 め る 。
第 7条第 1 項を 次の よ う に 改め る 。
同位元素 の 使用 ， 管理 又 は こ れ に 付随す る 業務 に
従事す る 者 （以下「 従事 者 」 と い う 。 ） は ， 室 長 に
あ ら か じ め 別 紙第 1 号様式 に より登録 を 申請 し なけ
ればな ら ない 。
第 10条に 次 の 1 号 を 加える 。
(4 )  貯蔵庫に は 必ず施錠 し ， 鍵 は取扱主任者 に返却
す る こ と 。
第 1 1条第 l 項中「 同位元素 を 運搬す る 」の 前に 「 従
事者 は ， 総合実験室内で」を加え， 同項中 「法律第 18
条の 規定 に よ る ほか」 を 削り， 同項第 3 号 を次 の よ う
に 改め る 。
(3) 線 量 当 量率 につい て は， 容器 の表 面 に お い て 2
ミ リ シ ー ベ ル ト 毎時 を 超えず ， かっ， 容器 の 表 面
か ら 1メー ト ル離れ た位置 に お い て 1 00 マ イ ク ロ
シ ー ベ ル ト 毎時を 超えない よ う に す る こ と 。
第 1 1条第 2 項 を削る 。
第 12条を次の よ う に 改め る 。
（ 同位元素 の 廃棄 ）
第四条 同位元素又 は 同位元素 に よ って汚染され た 物
（以下「 放射性廃棄物J と い う 。） の廃棄 に 関 す る 業
務 は ， 取扱主任者が総括す る 。
2 従事者 は ， 放射性廃棄物 を 廃棄す る と き は ， 廃棄
量 を 最 小限 に し なければなら ない 。
3 従事者 は ， 放射性廃棄物の 廃棄処理操作を容易 に
す る た め に物理的・化学 的 処 理 を し なければな ら な
L、。
4 従事者 は ， 放射性廃棄物 を廃棄 し よ う と す る 場 合
は ， 固体 （不燃性物 ， 可燃性物）及び液 体 （無機 廃
液 ， 有機廃液 ） 等 に 区分 し ， 各 実験室内の 廃棄物容
器 に入 れ なければな ら ない 。
5 従事者 は ， 取扱主任者の 指示 に従い ， 各実験 室内
の容器 に 収納 し た放射性廃棄物 を， 廃棄物保管庫内
の 指定され た 廃棄物容器 に 移 し 替え， そ の 放射 性 廃
棄物の核 種 ， 状態， 数量， 廃棄者氏名及び廃棄 年 月
日 を所 定 の 用 紙 に 明 記 し なければなら ない 。
第 13条第 1 項 を次 の よ う に 改め る 。
従事者 は ， 取扱主任者 の指示 に従い， 液体状の 同位
元素又 は 同位元素 に よ っ て汚染され た液体を排出 し よ
う と す る 場合 に は ， 排水設 備 の 排水口に お け る 排液 中
の 同位元素の濃度を濃度限度以下に し なければな ら な
し、。
第 14条第 1 項 を 次 の よ う に 改め る 。
従事者 は ， 取扱主任者の指示 に 従い， 気体状の 同位
元素又 は 同位元素 に よ って汚染さ れ た 空気 を 排出 し よ
う と す る 場合 に は ， 排気設備 の排気口に お け る 排気 中
の 同位元素の濃度を濃度限度以下に し なければな ら な
L、。
第 15条の見出 し を「 （施設 の 測 定 ）」に 改 め ， 同条第
1 項中「 汚染の 状況の測定」 を 「 汚染の 状況及び 放射
線の量の 測定」に 改め， 同項中「 必要 と 認 め ら れ る 場
所」を「放射線障害の お そ れ の あ る 場所」に改め る 。
第 15条第 2 項 中「測定 」を 「汚染 の 状況の測定」に，
「作業期間」を「期 間」 に 改 め ， 同条第 3 項 中 「放 射
線量率」を 「 放射線 の 量」 に ， 「 作業期間」を「 期 間」
に 改 め る 。
第 16条の前に 見 出 し と し て 「（人体の 測 定 ） 」 を 付 す
る 。
第 16条第 2 項及び第 3 項を 次 の よ う に 改 め る 。
2 従事者 は ， 測定 の 結果， 異常な汚染が認め ら れ た
場 合 に は ， 直 ち に 取扱主任者 に 連絡 し ， そ の指示を
A品τ
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受けなければな ら ない 。 ま た ， 表 面汚染密度限度 を
超えて汚染 し ， そ の汚染を容易 に 除去できない 場 合
に は ， 測定結 果 を 別 紙第 5 号様式 に 記録 し なけ れば
な ら ない 。
3 室長 は ， 前記録 を 保存す る と と も に ， 記 録 の 写 を
本 人 に 交付 し な く ればな ら ない 。
第20条を 削り， 第 19条を次 の よ う に 改め る 。
（健康診断）
第20条 室長 は ， 従事者 に 対 し て健康診 断 を 実 施 し な
ければな ら ない 。
2 健康診断 の実施時期 は， 次 の と お りと す る 。
( 1 )  初 め て 管理 区域 に 立ち 入 る 前
(2) ＇ 管理区域に 立 ち 入った 後に あ って は ， 1年 を 超
えない 期 間 ご と に 行わなければな ら ない 。 た だし
前年 度の 4 月 1 日 を 始期 と す る 1 年 間 の 線量 当 量
が実効線量当 量限度又 は 組織線 量 当 量限度の 10分
の 3 を超えず， か っ， 当該年度の 4 月 1 日 を 始 期
と す る 1 年間の線量当量が実効線量 当 量限度又 は
組織線量 当 量限度 の 10分 の 3 を 超える お そ れ の な
い 場 合 は ， そ の 理由 を付 し て 記録 す る こ と に よ り
省略で き る 。
(3) 前号 の た だ し 書きに よ り省略し た場合で あ って，
そ の 後当該年度 の 線量 当 量 が実効線量当量限 度 又
は組織線量当 量限度の 10分 の 3 を 超えた 場 合 は ，
直ち に 健康診断 をその 者 に 対 し 実施す る 。
3 前項 の 規定 に か か わ ら ず， 取扱主任者 は ， 従 事 者
が放射線障害 を 受け た 場合文 は 受け た お そ れ の あ る
場 合 は ， 直ち に そ の 者 に つき健康診 断 を 行 わなけ れ
ばな ら ない 。
4 健康診断 の 方 法 は ， 問診及 び検査文 は検診 と す る 。
5 問診 は， 次の事項 に つい て行 う 。
(1) 放射線 の被ば く 歴 の 有無
(2)  被ば く 歴 を 有す る 者 に つい て は ， 作業 の 場所 ，
内容， 期間， 線量 当量， 放射線障害の有無そ の他
放 射線 に よ る被ぱ く の 状況
6 検査 又 は検 診 は ， 次の部位 及 び項 目 について行 う 。
た だ し ， 第 2 号か ら 第 4 号 まで の 部位 又 は項 目 に つ
い て は ， 医師 が必要 と 認め る 場合 に 行 う も の と す る 。
(1) 末 し ょう 血液 中 の血色素量， 赤血球数及 び白 血
球数
(2) 末しょう 血液 中 の白血球像
(3) 皮膚
(4） 目
7 室長 は， 健康診 断 の 結 果 を 記録 し ， 永久 に 保存 し
報 第305号
なければな ら ない 。 ま た ， 健康診断のつど本 人 に 記
録 の写 を 交付す る と と も に ， 取扱主任者 に そ の 内容
を 通知 し なけ ればな ら ない 。
第 18条第 1 項中「， 従事者及び随時立入者 に 放 射線
障害予防規則 等 の 周知」 を 「， 従事者 に この 放 射線障
害予防規則を 周知させ」 に 「行 い その結果を 記 録 し な
ければな ら ない 」 を 「実施 し なければな ら ない 」 に 改
め， 同条を第19条 と す る 。
第 17条を次の よ う に 改め る 。
（記 帳 ）
第 18条 取極主任者 は ， 次条に 規定 す る 教育訓 練並 び
に 同位 元素等 の使用 ， 保管， 運搬及 び廃棄 に 係 る 記
録 を 行 う 帳簿 を備え記帳 し なければな ら ない 。
2 取扱主任者 は ， l 年 ご と に 前項に 規定 す る 帳簿 を
閉鎖 し なければなら ない 。
3 帳簿 の保存 期 間 は ， 帳簿 の閉鎖後 5 年 間 と す る 。
第 16条の 次 に 次 の 1条を加える 。
第17条 取扱主任者 は ， 従事者 の外部被ば く 線 量 当 量
の測定結果 に ついて 4 月 1 日 ， 7 月 1 日 ， 10月 1 日
及 び 1 月 1 日 を始期 と す る 各 3 月 間， 4 月 1 日 を 始
期 と す る l 年並 び に 女子 に あ って は 毎月 1 日 を始期
と す る 1 月 間 に つい て ， 当該期間 ご と に 集計 し ， 集
計 の つ ど別紙第 6 号様式 に よ り記録 し なければな ら
なL、。
2 取扱主任者 は ， 従事者が誤って 同位元素を摂取 し
た 場 合文 は その お そ れ が あ る 場合 は ， 3 月 （ 女 子 は
1 月 ） を超えない 期間 ご と に 内部被ば く 線量 当 量 の
測定 を 行 い ， 測定結果 を記録 し なければなら ない 。
3 取扱主任者 は ， 外部被ぱ く 線量当 量 及 び内部被ば
く 線量 当 量 の測定結果か ら 実効線量 当 量及 び組織 線
量 当 量 を 4 月 1 日 ， 7 月 1 日 ， 10月 1 日 及 び 1 月 1
日 を始期 と す る 各 3 月 間， 4 月 1 日 を 始期 と す る 1
年並 び に 女子 に あ って は 毎月 1 日 を始期 と す る 1 月
間 に つい て， 当該期間 ご と に 算定 し ， 算定 の つど 第
1 項 に 規定 す る様式 に よ り記録 し なければな ら ない 。
4 管理区域 に 一時的 に 立 ち 入 る 者で あ って 従事者で
ない 者 は ， 外 部被ぱ く の線量当 量 に あ って は 1 セ ン
チメー ト ル線量 当 量 に つい て 1 00 マ イ ク ロ シ ー ベ ル
ト を ， 内部被ぱ く の 線量 当 量 に あ って は 実効線量 当
量 に つい て 100マ イ ク ロ シ ー ベ ル ト を 超 え る お そ れ
の ない 場合 は ， その 測定を 行 わない も の と す る 。
5 室長 は ， 第 1 項か ら 第 3 項 ま で の 記録 を 保存 す る
と と も に， 記録の写 を 本 人 に 交付 し なければな ら な
L、。
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第22条第 4 項を 次 の よ う に 改め る 。
4 前項 に 規定 す るほか ， 同位元素の所在不明 等 の 事
故が発生 し た場 合若し く は放射線障害が発生し た 場
合文 は 発生す る おそ れの あ る場合 は ， 学 長 は ， そ の
旨 を 直 ち に ， そ の 状況及 び そ れ に 対 す る措置 を 1 0 日
以内に 科学技術庁長官並 び に 関係機関 に 報告しなけ
ればな ら ない 。
別紙第 1 号様式 を 次 の よ う に 改め る 。 （別添 1 の と
おり）
別 紙第 2 号様式 を次 の よ う に 改め る 。 （別 添 2 の と
おり）
別 紙第 3 号様式を 次 の よう に 改め る 。 （ 別 添 3 の と
おり）




別紙第 5 号様式 を次の よ う に 改め る 。 （別添5 の と
おり）
別 紙第 6号様式及 び別紙第 7 号様式 を削り， 別紙第




こ の 規則 は ， 平成元年 4 月 1 日 か ら 施行 す る 。
砂 富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予
防規則の改正理由
放射線障害防止法関係法令が改正され る こ と に 伴 い ，







0 所属学部、 学科、 講座名 0 代表者官職氏名
0 使用期間 年 月 日 ～ 年 月 日
0 官理区域に おいて放射線業務に従事するもの （放射線業務に 従事した経験があるものは、 氏名 にO印を付けること。）
71）ガ十 生年月日 性別 放従事
射線
す
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購入放射性同位元素（使用するため今年度購入済み及び購入予定のものを記載すること）
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(1) 放 射性取扱 主任者及 び代理者 の 指名 に ついて
（剖 富 山大学 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 放射線障害予
防規則及 び富山大学放射性同位元素 総合実験室放
射線障害予防規則 の 改正案 に つい て
昭和63年度第5回附属図書館商議会（3月3日）
（審議事項）
(1) 図 書館電算化委 員 に つい て
(2) 館 報 に つい て
第4田学長候補者選挙管理委員会（3月10日）
（議 題）
(1) 前 回記録の 確認 に つい て
(2) 学長候補適任者推薦書受付 に つい て
昭和63年度第10回学寮補導委員会（ 3 月 14 日 ）
（審議事項）
1. 寄宿料 に つい て
(1) 支払い保留 に対す る 今 後の 対応策 につい て
(2) 予算公開及 び学寮補導委員会への 寮生の参加要
求に つい て
第5回学長候補者選挙管理委員会（ 3 月 14日 ）
（議 題）
(1) 前回記録の確認 に つい て
(2) 予備選挙候補者の公示について
(3) 予備選挙不在者投票 の取扱い について
(4) 予備選挙の 実施方法 につい て
昭和63年度第10国事務協議会（ 3 月 17 日 ）
〈議 題）
(1） 当 面 す る 諸問題 に つい て
昭和63年度第5回大学院委員会（3月17日）
（審議事項）






(2) 富 山 大学大学院理学研究科規則の一部改正に つ
い て
(3)  富 山 大学大学院工学研究科規則 の 一部改正 に つ
い て
(4） 平 成 元年 3 月 富 山 大 学 大 学 院 人文 科 学 研 究 科
（修士課程 ）， 理学研究科（修士課程 ）及 び 工 学 研 究
科（修士課程 ）修了者の認定 に つい て
昭和回年度第14回評議会（3月17日）
（審議事項）
(1) 富 山 大学学則の一部改正 に つい て
(2) 富 山 大学大学院学則 の一部改正 に つい て
(3) 富 山 大学専攻科規則の一部改正 に つい て
(4) 富 山 大学大学院理学研究科規 則 の 一部改正 に つ
い て
(5) 富 山 大学大学院工学研究科規則 の一部改正 に つ
い て
(6)  富 山 大学理学部国際規制物資計量管理規則 のー
部改正 に つい て
(7) 富 山 大学工学部核 燃料物質計量管理規則 の 一 部
改正 につい て
(8) 富 山 大学 ト リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 放射線障害予
防規則 の 一部改正 に ついて
(9)  富 山 大学放射線性同位元素総合実験室放射線障
害予防規則の 一部改正 につい て
00) 富 山 大学次期学生部長候補者 の 選 考 に つい て
ω 平成元年度富山大学経済学部「夜間主 コ ー ス 」
編入学試験合格者 の 判定 に つい て
。2) 平成元年 3 月 卒業者及 び修了者 の 認定 に つい て
帥 次 期学長候補者選 挙 の本選挙 当 日 に お け る 授 業
の取扱 い に つい て
昭和63年度第15固評議会（3月20日）
（審議事項）
( 1 )平成元年度富 山大学入学者選抜試験 合格者の判定
に つ い て
富山大学人文学部， 理学部， 教養部及びトリチウム科
平成元年 4 月 1 日 学
学センター防火対策委員会 （ 3 月 27 日 ）
（議 題）
( 1) 富 山大学人文学部， 理学部， 教養部， ト リ チ ウ
ム 科学 セ ン タ ー 防火管理内規の 一部改正 に ついて
第6 回学長候補者選挙管理委員会（3月28日）
（議 題）
( 1) 前回記録の確認 に ついて
(2 )  予備選挙不在者投票状況 に ついて





( 1) 予備選挙 の 開票 について
(2) 予備選挙 の 公示 について
昭和63年度第16回評議会（3 月 31 8 )
（審議事項）




( 1) 昭和63年度第 16回 （臨時） 評議会 に 基づく選 挙




平成元年度富 山 大学第 2 次入学試験 は， 去 る 3 月 5 日
（ 日 ）， 6 日 （月 ） の 両 日 に わ た り 実施 さ れ ま し た 。
志願者 は， 8,988名 （ 理 学 部 物 理 学 科 第 2 次 募 集 を
除く。 ） で， 県内高等学 校等出身者2,486名 （男子1,5 1 7
名， 女子969名 ） で全 体 の 28% ， 現役は 6,1 19名 （男子4,
385名， 女子1,734名 ） で全 体 の 68%でした 。
合格発表 は ， 3 月 22 日 （水） 午前 9時本学 で行われ，
合格者1,826名 （理学部物理学科第 2 次募 集 を 除く。 ）
の内訳 をみ る と 県内高等学校出身者659名 （男子 335
名， 女子324名 ） で 全体 の 36% で あ り ， 昨年 の 40% を
一選抜状況ー
子� 部 学 科 ． 課 程 募集人員
人 文 A子孟a与－ 科 95 
人文学部 語 学 文 学 科 95 
計 190 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 100 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 50 
養護学校教員養成課程 20 
教育学部
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 30 
情 報 教 育 課 程 40 
計 240 
下回 り ま し た 。
ま た， 理学部物理学科 に お いて定員一部留保第 2 次
募集 （入学定員 12名 を 留 保 ） が実施 さ れ， 合 格 者 の 発
表 は ， 3 月 31 日 （金 ） 午後 4時本学 で 行わ れ ま し た 。
（注） 1 （ ）内 は 人文学部， 経済学部， 理 学 部 ， 工 学
部 の 推薦入学及 び社会人特別選抜の志願 者
数・受験者数・ 合格者数を示し， 内数 で あ
る 。
2 〔 〕内 は， 理学部物理学科 の 定員 一 部 留 保
第 2 次募集 の志願者数 ・ 受験者数・ 合 格 者










309 ( 0) 276 ( O) 33 (O) 121 ( 0) 
296 ( 3) 272 ( 3) 24 (0) 121  ( 0) 
605 ( 3) 548 ( 3) 57 (0) 242 ( 0) 
414 397 17 142 
379 355 24 71  
131 127 4 26 
186 174 12 36 
332 310 22 52 
1 442 1,363 79 327 
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経 済 学 科 144 770 ( 15) 7 16 ( 15) 54 (0) 171 ( 8) 
昼間主 経 営 学 科 124 764 ( 30) 695 ( 29) 
69 (1) 147 (10) 
コ ー ス 経営法学科 102 725 ( 2) 657 ( 2) 68 (0) 122 ( 1) 
計 370 2,259 ( 47) 2,0飽 （ 46) 191 ( 1)  440 (19) 
経済学部
経 済 学 科 20 89 ( 18) 槌 （ 18) 1 (0) 24 (17) 
夜間主 経 営 学 科 20 110  ( 32) 1 10 ( 32) 
0 (0) 22 (18) 
コ ー ス 経営法学科 20 184 ( 6) 184 ( 6) 0 (0) 31 ( 6) 
計 60 383 ( 56) 382 ( 56) 1 (0) 77 (41) 
計 430 2,642 (103) 2 ,450 (102) 192 (1) 517 (60) 
数 子� 科 43 169 152 17 67 
物 理 ぶ弓h皐与． 科 47 285 〔 100 〕 269 〔 100〕 16 73 〔28〕
理 学 部
化 守，，，，与－ 科 43 167 155 12 62 
生 物 弓Aふ！：： 科 35 31 1 ( 3) 291 ( 3) 20 (0) 44 ( 2) 
地 球 手ヰ 学 科 32 195 182 13 50 
計 200 1 , 127 ( 3) 1 , 049 ( 3) 78 (0) 296 ( 2) 
電 子 情 報 工 学 科 132 825 ( 8) 757 ( 8) 68 (0) 174 ( 4) 
工 業 化 � 科 50 427 ( 2) 367 ( 2) 60 (0) 55 ( 2) 
金 属 工 学 手ヰ 43 745 ( 1) 662 ( 1) 83 (0) 51 ( 1 )  
工 学 部 機 械 工 子A主4 科 56 459 ( 5) 424 ( 5) 35 (0) 79 ( 2) 
生 産 機 械 工 学 科 45 449 ( 3) 405 ( 3) 44 (0) 56 ( 2) 
化 学 工 子Aふん 科 46 367 ( 0) 322 ( 0) 45 (0) 57 ( 0)  
計 372 3,272 ( 19) 2,937 ( 19) 335 (0) 472 (11) 
-f-ヨ 言十 1 , 432 9 ,088 (128) 8,347 (127) 741 ( 1) 1 , 854 (73) 
昭和63年度 富山大学卒業証書， 修了 証書並 びに修士学位記授与式の挙行
昭和63年度富山 大学卒業証書， 修 了 証書並 び に 修 士
学位記授与式 は， 3 月 25 日 （土） 午前10時30分 か ら 富
山市公会堂 に お い て挙行 さ れ， 証書授与 に 先立 ち ， 本
学 フ ィ ルハ ー モ ニ ー 管弦楽団に よ る 演奏 が行 わ れ ま し
fこ 。
式終了後の 公会堂前で は ， 各 ク ラ ブ の 後輩 た ち に よ
る 胴上 げ， 記念撮影 な どが見 ら れ， 引 き 続 き 各 学 部 ご
と の 卒業記念祝賀会が各会場で執 り 行 わ れ ま し た 。
ま た， 午前11時45分か ら 富山第 一 ホ テ ル に お い て 名
誉教授 と の 懇談会が開催 さ れ， 大井学長か ら最近 に お
け る 本学 の 状況等 に つ い て 説明 が あ っ た 後， そ れ ぞ れ
出 席 の 名 誉教授か ら 個 々 の近況な ど に つ い て 懇談 が な
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さ れ， 和や か な 雰囲 気 の う ち に 終了 し ま し た 。
な お， 大学院の学 位記を授与 さ れ た 者 は 次 の と お り
で す 。
平成元年 4 月 1 日 � 守・ 報 第305号
昭和63年度富山大学大学院 人文科学研究科 （修士課程） 修 了 者
専 攻 入学年度 氏 名 論 文 題 目








の力役と そ の労働財源について ー
( 2 名 ）
昭和61年度
小 山 真 史 雲南青銅器文化 と そ の 後
黒 川 輝西 洋文 化 専 攻
















( 2 名 ）
物理学
専 攻 昭和62年度
( 9 名 ）
化 学
専 攻 昭和62年度
( 9 名 ）
松 尾 か お る ニ ホ ン ザルメ ス の子守行動
昭和63年度富山大学大学院理学研究科 （修士課程 ） 修 了 者
氏 名
野 畑 一 雄
和 田 州 平
井 尻 守
梅 原 出
沖 津 康 平




水 戸 秀 明
矢 合 康 悦
内生蔵 保 人
内 海 恭 秀
小 川 哲 司
小 牧 貴 浩
佐 藤 宏 明
高 橋 英 之
村 田 憲 昭
山 崎 真 美
論 文 題 目
複素力学系の研究
An Operator Theoretic Approach to Cyclic Inequalities 
マ イ ク ロ 渡分光に よ る メ チ ル ア ミ ン分子の研究
チ ョ コ ラ ルス キ ー法に よ る 稀土類化合物の純良化 と そ の電子構造の研究






















機 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
- Fz-Si 
酸化物高温超伝導体の超伝導の発現機構 に関す る 実験的研究
放射光 に よ る 高次反射セ ク シ ョ ン ト ポ グ ラ フ 法 と そ の応用
超対称性に も とづ く素粒子模型 について
電波・遠赤外領域での メ チ ル ア ル コ ー lレ分子の遷移強度の研究



























































































ター メ ン フ ィ ー に よ る 前濃縮について 一
15N-nmrス ペ ク ト ルに及ぼす置換基の効果













ペ ク ト ルに よ る メ タ ノ ー 1レお よ び ポ リ ビ ニ ルア ル コ ー ルの S 放
有機イ オ ンの会合 に関す る研究
リ ン ーパナ ジ ウ ム酸化物触媒 に よ る nー ブ タ ン の酸化
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( 9 名 ）
- 24 
学 報 第305号
米 津 窓、 ジ ヒ ド ロ ベ ン ゾ フ ラ ンおよ び ク ロ メ ン誘導体の研究
石 嶋 隆 守 無尾両性類の館後腺の カ ル シ ト ニ ン ； in vitro に お け る 放出
大 場 英 子 艇虫類， 特 に へ ビの副腎機能
北 村 徹 光化学系 E の電子伝達反応に お け る 熱失活の機構
鈴 木 信 雄 下等脊椎動物の血清 カ ル シ ト ニ ン濃度 ： 酵素免疫吸着法 に よ る測定
西 川 淳 ウ ニ未受精卵の酸性海水抽出 物に関す る 研究
岩 野 英 樹 白亜系， 第三系の古地磁気 と フ ィ ッ シ ョ ン ・ ト ラ ッ ク 年代測定
岡 村 洋 「圧力下での氷 と 固体界面の研究」
坂 井 雪 文 異方性媒質に お け る ラ ム の問題





財 団 一 也
田 嶋 真 一
中 島 岡4
中 村 武 典
浅 井 祐 二
懸 高 敏 博
川 田 成 利
上 端 義 暢
中 村 吉 秀
丹 羽 英 隆
東 出 充 志
深 美 忠 司
山 崎 和 臆
論 文 題 目
電界に よ る 細胞融合一培養装置の開発に関す る基礎的研究
失語症患者に対す る言語訓練 シ ス テ ム の開発
加齢 と 浅側頭動脈音 と の関係 につい て
声道系の境界要素モ デル と 伝達特性
誘導電動機駆動 イ ンバー タ 用電源の平滑 フ ィ ル タ 定数決定に関す る 研究
コ オ ロ ギの発音 と 雌 コ オ ロ ギの行動の関係
バ ル ク ハ ウ ゼ ン効果の測定 と 非破壊検査への応用





































a 〕 シ ク ロ ペ ン タ 〔 g , h 〕 フ ェ ナ レ ンー 7 . 12  
















フ ェ ナ レ ンー 7 . 10ー ジオ ン及び一 7 . 12ー ジ オ ン の合
モ ノ 置換ア ゾキ シ ベ ン ゼ ン の合成及 び光化学反応に関す る 研究













































































ニ リ ウ ムパ ー ク ロ レ
平成元年 4 月 1 日 � 十 報 第305号
鵜 飼 哲 司 ｜ マ ン ガ ン団塊の湿式処理プ ロ セ ス の開発に関す る研究
金属工
木 島 信 二 I Al- 1 %Mg2 Si基合金のUHR-AEM に よ る 時効析出過程の研究
津 田 安 夫 ｜ 形状記憶日0.8at.%Ni合金の相変態
城 生 裕 之 ｜ 純鉄表面層に お け る （554） 〔 幻5 〕 三極冷延集合組織の形成
学専攻 ｜ 昭和62年度 ｜ 長 浜 秀 信 ｜ ニ ッ ケ ル基耐熱合金X-750に お け る 超格子相の形成 と そ の機能
( 9 名 ） 新 美 正 人 I CuーZn合金の相分解 に 関す る 研究
平 光 慶 幸 ｜ 液体種付け法に よ る 羽毛状晶鋳塊の引張 り 試験に及ぼす試験片方位の影響
広 瀬 博 章 ｜ ア ル ミ ニ ウ ム基合金 に お け る 平均すべ り 帯長 さ 変化
｜ マ ン ド レ ル押出法に よ る パイ プ状A l ー ス テ ン レ ス ネ ッ ト 複合材の製造 と そ山 本 恭 弘 ｜ の特性
青 海 豊 ｜ 生産技術用 イ ン パ ク ト ・ パイ プ レ ー タ に 関す る 研究
大 島 誠 司 ｜ 炭素鋼の疲労強度に及ぼすセ ラ ミ ッ ク ス コ ー テ ィ ン グの影響に関す る研究
機械工 河 合 正 高 ｜ 直列 2 円柱ま わ り の流れ と 平板の干渉に 関す る 研究
学専攻 ｜ 昭和62年度 ｜ 花 川 靖 司 ｜ 一対の点熱源に よ る 一円孔を有す る半無限板の定常熱応力
( 7 名 ） 福 地 博 直 ｜ 化学的影響を受 けた痩労微小表面 き 裂の進展特性





山 下 和 彦 ｜ 長方形断面を も っ管内の 3 次元助走流れに関す る 研究
井 川 忠 司 ｜ 裏強度 ア ル ミ ニ ウ ム ーセ ラ ミ ッ ク ス 複合材料の製造 と 超塑性加工に関す る 研
加 納 政 雄 ｜ 軸受絞 り 制御に よ る 静圧気体軸受の特性改善に 関す る研究
昭和62年度
桃 井 宏 ｜ サ ー ボ系の制御 に関す る 研究
野 洲 栄 治 ｜ 高強度超塑性 ア lレ ミ ニ ウ ム合金の拡散接合に関す る研究
化学工
岸 重 美 ｜ 気 ・ 液お よ び国 ・ 液平面接触撹枠槽に お け る 物質移動過程
桑 名 陽 一 ｜ 乾爆過程に お け る 米粒内部の水分移動
塚 田 龍 雄 ｜ 喜回帰分析 に よ る う ず巻 ス ク レ ーパ付傘型回転円桓の粒子形状分離機構の検
学専攻 ｜ 回和62年度 ｜ 泊 孝 司 I BaTi03 セ ラ ミ ッ ク ス 原料微粉末の調製及び成形体， 焼結体の特性
( 7 名 ） 中 沢 秀 樹 ｜ 鰭 と 粉砕 と 分粒 と の 同時操作に よ る微細球状造粒粒子の連続生成プ ロ セ ス｜ 開発
福 島 公 治 ｜ 乱流促進体に よ る 流路内伝熱促進に関す る研究
本 田 憲 市 ！ 回分式精留塔 に お け る 問敬留出撮作の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
角 谷 哲 哉 ｜ 高誘電率セ ラ ミ ッ ク ス誘電体を用 い た E L発光素子の研究
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異動区分 ｜ 発令年月 日









越 田 昌 彦 Si (100） 上でのInSb蒸着薄膜の作製と その電気的特性に関する研究
竹 内 昭 孝 無給電素子をブロ ー ドサイ ドに配列 したア ンテナ について
大 黒 清 吾 強誘電性液晶を用いたマ ト リ ック ス表示パネルの分子配向制御
中 田 修 平 文字認識用マ ッ チ ン グハー ド ウ ェ アの開発
飛 田 雄 弘 M B  E による Si ( 100） 上へのGeのヘテ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル成長に関する研究
福 沢 満 保 誘電体球の近傍にある ダイ ポールア ンテナについて
朴 木 孝 輔 誘電体層による反射波およひ’透過波の編波特性について
松 田 充 弘 オ ブジ ェ ク ト指向によ る図書目録カー ド認識システ ムの作成
松 原 俊 夫 GaAs, Si ( 100） 面とGeの界面におけるバ ン ド不連続に関する研究
人 事 異 動
氏 名 異動前の所属官職
田 中 昇 ｜ 教養部事務長
異 動 内 容
国家公務員法制条の2瓶事麗主によ り平成元年 3 月 31 日 限 り定年退職
中 田 昭 陣 ｜教育学部附属学校第二係長 ｜ 思襟患腎f説明報品
松 田 辰 雄 ｜ 工学部工場係長 ｜ 国家公務員法制約捌項の規定によ り｜ ｜ 平成元年 3 月 31 日 限 り定年退職
山 崎 忠 吉 ｜ 文部技官 （施設課汽かん士長1瞬間f鵬描
片 山 良 一 ｜文部技宮（教育学部植物育成員長） ｜ 国家公務員法制約甥l項の定に よ りl 平成元年 3 月 31 日 限 り定年退職
任命権者





辞 職 ｜ II ｜ 宮 越 一 男 ｜教養部学生係長 ｜ 辞職を承認する ，， 
探 用 l 元 4 1 I 森 幸 子 ｜ ｜ 文部技官 （施設課）
｜ 中 波 憲 子 ｜ ｜ 文部事務官 （教育学部）
｜ 神 名 智 子 ｜ ｜ 文部事務官 （附属図書館）
昇 任 ｜ 元 4 1 I 瀬 口 博 巳 ｜ 熊本大学学生課長 ｜ 学生部次長
｜ 須 藤 ー 靖 ｜ 文部省文教施設部指導課監醐部長 ｜ 施設課長
｜ 本 海 健 二 ｜ 庶務部人事課課長補佐 ｜ 教養部事務長 ｜ 




文 部 大 臣
，， 





谷 口 泰 一 ｜ 文部技官 （工学部） 工学部工場係長 ，， 
友 坂 義 一 ｜ 経理部主計課総務係監査主任 ｜ 文需省体育局生涯スポー ツ課 ｜ 文 部 大 臣｜ ｜ 登山研修所庶務係長 ｜ 
柳 田 邦 雄 ｜ 教育学部学務係学生主任 ｜ 高岡短期大学学生課教務係長 ｜ 実 塑 望
平成元年 4 月 1 日
昇 任 元. 4 .  1 
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杉 本 周 平 ｜ 工学部庶務係庶務主任 ｜ 富山工業高等専門学校庶務課人事係長 ｜ 事醸2
中 島 克 敏 ｜ 人文学部 ・ 理学部用度係用度主任 ｜ 富山工業高等専門学校会計課出納係長 ｜
｜ 大 崎 秀 雄 ｜ 人文学部 ・ 理学部庶務係庶務主任 ｜ 富山商船高等専門学校庶務課人事係長 ｜ 事事霞
｜ 大聖寺 一 孝 ｜ 文部事務官 （経理部主計課） ｜経理部主計課監査係監査主任 ｜ 富山大学長
｜ 平 林 富 子 ｜ 文部事務官 （経理部経理課） ｜ 経理部経理課給与係給与主任 ｜
｜ 宮 原 進 ｜ 文部事務官 （工学部） ｜ 工学部庶務係庶務主任 ｜ 
II ｜ 北 川 敬 信 ｜文部事務官 （工学部） ｜工学部庶務係研究協力主任 ｜ 
｜ 片 桐 茂 ｜ 文部事務官 （経済学部） ｜ 融靖壁書門学校会計課｜ 量暗護






















｜ 松 永 良 成 ｜ 文需筆控室局生涯ス ポー ツ課 ｜ 文部技官（経理部経理課管理係長） ｜登山研修所庶務係長 I 
保 正 邦 久
吉 沢 誠
高岡短期大学学生課教務係長 ｜ 学生課教務係長
震山工業高等専門学校会計課 ｜務係長 ｜ 附属図書館総務係長
謀議謹言門学校学生課 ｜ 厚生課奨学係奨学主任
富山工業高等専門学校会計課 ｜ 文部事務官 （経理部経理課）
志 ｜ 国立立山少年自然の家庶務課｜ 文部事務官 （経済学部）｜庶務係 ｜ 
漬 野 松 男




－ ｜高岡短期大学庶務課 ｜ 文部事務官 （教養部）
司 ｜ 高岡短期大学学生課 ｜ 文部事務官 （教養部）
小 林 雄 二 1 文部事務官 （教育学部） ｜ 高岡短期大学会計課
小 路 隆 ｜ 文部事務官 （経済学部）
大 門 聡 ｜ 文部事務官 （教養部）
生 田 孝 行 ｜文部事蹄 （附属図書館）
小山田 浩 彦 ｜学生部次長
高 橋 成 忠 ｜ 施設課長
阿 部 均 ｜学生課長
若 泉 拓 美 ｜ 神戸大学厚生課長



























｜ 高 松 正 雄 ｜ 庶務部庶務課課長補佐 ｜ 教育学部事務長補佐 I II 
｜ 清 水 寛 ｜ 庶務部庶務課庶務係長 ｜厚生課専門職員（進路指導担当） ｜ 富山大学長
｜ 近 岡 忠 夫 ｜庶務部庶務課文書係長 ｜ 庶務部庶務課庶務係長 ｜ 
｜ 村 中 一 男 ｜ 庶務部人事課職員係長 ｜ 庶務部人事課給与係長 ｜ 
刈 賀 春 樹 ｜ 教育学部会計係長 経理部主計課総務係長
中 川 巌 ｜ 経理部経理課用度係長 ｜経理部主計課監査係長
松 本 進 ｜ 人文学部 ・ 理学部経理係長 ｜ 経理部経理課給与係長
松 下 義 春 ｜教養部会計係長 ｜経理部経理課用度係長
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併 任 元. 4 .  1 




横 山 正 弘
奥 田 真 一
浦 田 隆 志
五百崎 喜 明




黒 田 芳 雄
涌 井 三枝子
新 出 信 幸
西 尾 久
山 田 知 訓
北 村 均
桜 井 雅 和
佐 野 勤
回 嶋 ス 、
高 塚 清 文
川 連 誠
石 塚 久 博
船 崎 浩 之
伏 喜 俊 至
福 田 豊
松 田 義 弘
山 上 康 彦
奥 田 都
土 木 祐 一
作 井 功
新 木 裕 一
竹 田 充 輝
































































文部技官 （庶務部庶務課） II 
文部事務官 （経理部経理課） ，， 
文部事務官 （入学主幹付） ，， 
文部事務官（人文学部 ・ 理学部） ，， 
文部事務官（人文学部 ・ 理学部） ，， 
文部事務官 （教育学部） ，， 
文部事務官 （教育学部） ，， 
文部事務官 （教育学部） ，， 
文部技官 （教育学部） II 
文部事務官 （経済学部） ，， 
文部事務官 （経済学部） ，， 
文部事務官 （経済学部） ，， 
文部事務官 （工学部） ，， 
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職務命令 ｜ 元 4 . 1 I 宮 原 進 ｜ 文部事務官 （工学部）
｜ 谷 口 泰 一 ｜文部技官 （工学部）
工学部庶務係人事主任を 免 ず る ｜ 富山大学長
工学部工場係工場主任を免ず る｜
II l 石 田 精 一 ｜文部事務官 （工学部）
l 川 上 重 信 ｜ 文部事務官 （工学部）




助手 （工学部） ｜ 










佐 藤 進 ｜ 助教授 （人文学部） ｜ 辞職を承認す る
渡 辺 一 郎 ｜ 教授 （教育学部） ｜ 辞職を承認する
賓 清 隆 ｜教授 （教育学部） ｜辞職を承認する
中 山 幹 夫 ｜ 教授 （経済学部） ｜ 辞職を承認する
火 原 克 二 ｜ 教授 （経済学部） ｜ 辞職を承認する
池 田 泰 子 ｜ 文部技官 （理学部） ｜辞職を承認する
利 波 宗 雄 ｜教頭 （教育学部附属小学校） ｜ 辞職を承認する
作 野 稔 子 ｜教諭 （教育学部附属中学校） ｜ 辞職を承認する
島 田 一 宏 ｜教諭 （教育学部附属中学校） ｜ 辞職を承認する
｜ 六 渡 ひと美 ｜ 教諭（教育学部附属養護学校） ｜辞職を承認する ｜ 
II ｜ 石 倉 充 紀 ｜教諭（教育学部附属養護学校） ｜ 辞職を承認する ｜ 
｜ 辰 尾 仁 美 ｜教諭 （教育学部附属幼椎園） ｜ 辞職を承認する ｜ 
富山大学長





文 部 大 臣
富山大学長
，， 
併 任 ｜ 元 3 . 31 I 山 地 啓 司 ｜教授 （教育学部） ｜ 塑す甲子・課員 （元 3 ·I 文 部 大 臣
｜ 相 馬 恒 雄 ｜教授 （教育学部） ｜ 評議員（元 3 .31～元 s .31 ) I 
















末 原 達 郎
長 井 真 隆
前 田 あけみ
石 井 哲 夫
津 田 利 夫
田 中 祥 子
山 本 直 孝
山 本 弘
中 村 博 之
金 津 佐季子
津 田 佳 子
土 屋 隆 生
井 上 逸 兵

















文 部 大 臣
富山大学長
ノ，，










教頭 （教育学部附属小学校） ｜ 文 部 大 臣
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平成元年 4 月 1 日
採 用 元. 4 . 1 岩 田 万里子
昇 任 元. 4 .  1 赤 阪 賢
，， 小 津 浩
，， 新 井 文 男
II 宮 崎 州 弘
II 山 本 都 久
II 塚 野 州 ー
II 河 本 肇
，， 森 博
，， 丸 山 茂 徳
，， 長 井 長 信
，， 長 久 良 一
，， 松 井 隆 幸
〆r 中 谷 秀 夫
II 柳 瀬 秋 夫
，， 池 田 栄 雄
II 堀 江 英 一
，， 島 隆 之
，， 山 本 隆 司
，， 市 川 明 美
，， 中 田 良 子
，， 古 田 高 士
転 任 元. 4 . 1 正 亀 芳 造
，， 後 藤 康 夫
，， 釜 谷 武 志
，， 三 原 健 一
配 置 換 元. 4 .  1 嗣 沢 晃 三
II 島 十四郎
II 神 垣 知 夫
退 職 元. 4 .  1 富 川 盛 道
，， 林 良 重
，， 志 波 和 子
ノノ 泉 敏 郎
，， 山 崎 佳 夫
II 瀧 好 英


































































し3 月た31 日限 り停年に
し3 月た31 日限 り停年に
し3 月た31 日限 り停年に
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富山大学長
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，， 田 中 奈緒美 教諭（教育学部附属養護学校） た日限り 任期満 ／，， 
併 任 元 4 . 1 小 黒 千 足 教授 （理学部） .4ト. 1
リ～チ3.3.ウ3
ム
1)科 文 部 大 臣
II 吉 田 和 夫 教授 （教養部） 評議員（元. 4 .  1 ～ 3 . 3 .3 1 ) ，， 
II 信巧士て. 孝 文 教授 （教育学部） II 
II 榊 原 英 夫 教授 （経済学部） ，， 
II 篠 原 巌 助教授 （経済学部） 富山大学長
ノ〆
芳 賀 健 一 助教授 （経済学部） λγ 
，， 佐 藤 良 一 助教授 （経済学部） ，， 
II 小 倉 利 丸 助教授 （経済学部） II 
公のの附名称加 元. 4 .  1 橋 本 十代ー 教頭 （教育学部） 文 部 大 臣
退 職 元. 3 . 3 1 中 田 幸 子 事務補佐員 （教養部） 平成元年3 月30日限り退職した 富山大学長
退 職 元. 4 .  1 安 田 浩 技能補佐員（施設課汽かん士） 平成元年 3 月31 日限り退職した ，， 
II 藤 井 く に子 臨時用務員 （学生課作業員） 平成元年3 月31 日限り退職した II 
，， 田 上 進
技能補佐員（教育学部汽かん士）
平成元年3 月31 日限り退職した ，， 
II 奥 川 幸 子 事務補佐員 （工学部） 平成元年 3 月31 日限り退職した ，， 
，， 松 野 美奈子 事務補佐員 （工学部） 平成元年 3 月31 日限り退職した II 
II 島 勢津子 臨時用務員 （工学部作業員） 平成元年3 月31 日限り退職した II 
，， 河 西 敏 治 臨時用務員 （教養部作業員） 平成元年3 月31 日限 り退職した ，， 
，，，， 林 敬 久 教務補佐員 （教養部） 平成元年3 月31 日限り退職した ，， 
II 神 名 智 子 事務補佐員（人文学部 ・ 理学部） 平成元年3 月31 日限り退職した II 
II 中 波 憲 子 事務補佐員 （工学部） 平成元年 3 月31 日限り退職した II 
採 用 元. 4 .  1 長 多 玄 子 事務補佐員 （経理部主計課） ，， 
II 川 上 真由美 事務補佐員 （経理部経理課） ，， 
，， 郷 井 良 平 臨時用務員 （学生課作業員） ，， 
II 西 田 ，刃也、
事務機佐員（人文学部 ・ 理学部）
，， 
，， 浦 山 清 忠 臨時用務員（教育学部作業員） ，， 
，， 大 谷 直 美 事務補佐員 （工学部） II 
II 
片 山 良 一 臨時用務員 （工学部作業員） II 
II 佐 藤 優 子 事務補佐員 （教養部） ，， 
II 島 崎 博 臨時用務員 （教養部作業員） ，， 
II 大 平 豊 教務補佐員 （教養部） II 
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学 内 諸 報
富山大学学長候補者選挙の予備選挙
大井信一学長の任期 が 平成元年 6 月 12 日 に 満 了 す
る こ と に伴 い ， 次期学長候補者選挙が学長 候 補 者 選 挙
管理委員会 （委員長 武 暢 夫教授） 管理 の も と に 行
わ れ た 。 今 回 の 選挙 は ， 昭和62年 6 月 26 日 に 制 定 さ れ
た 富山大学学長選考規則 に 基 づ き 行わ れ た 初 め て の 選
挙 で あ り ， 推薦資格者か ら 選 挙管理委員会へ 推 薦 さ れ
た 次 の 4 氏 に つ い て ， 3 月 29日 午前 10時 か ら 1 1 時 ま で
の 間 ， 事務局会議室で予備選 挙 が 行 わ れ た 。
大 井 信 一 （現富山大学長）
杉 本 新 平 （小松短期大学教授）
永 野 弘 （富 山大学教授）
本 田 弘 （富 山大学教 授 ）
そ の結 果 ， 選挙資格者の 3 分 の 2 以 上 の 投 票 に 達 せ
ず， 予備選挙 は 成立 し な い こ と が確認 さ れ ， 3 月 3 1 日
の 評議会及 び選挙管理委員 会で審議の結果 ， 4 月 1 1 日
に 予備選挙 （再選 挙 ） を行 う こ と に な っ た 。
人 文 学 部 長 の 改 選
三賓政美人文学部長の任期 が ， 平成元年 5 月 1 日 に
満 了 す る こ と に 伴 い ， 人文学部教授会 は 3 月 1 5 日 に 次
期学部長候補者の選挙を行 っ た 。 そ の 結果 ， 現 職 の 三
賓政美教授が再選 さ れ た 。
任期 は ， 平成元年 5 月 2 日 か ら 2 年 間。
学 生 部 長 の 改 選
瀧津 弘学生部長の任期 が， 平成元年 5 月 8 日 に 満
了 す る こ と に 伴 う 次期学生部長候補者の選考 は， 去 る
3 月 17 日 開催 の評議会 に お い て ， 教務委員会及 び 補 導
協議会 の 合 同委員会か ら 推 薦 さ れ た 3 名 の 本学教授 の
う ぢ か ら 投票 に よ っ て行わ れ， 教養部瀧浮 弘教 授 が
再選 さ れ た 。 任期 は 平成元年 5 月 9 日 か ら 2 年間。
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Stability Properties of Traveling 
Wave Solutions of Reaction- Diffu司
s10n Systems. （ 反 応 一 拡 散 方 程 式
系 の 進 行波解の安定性 に 対す る 特異 摂
動法的取扱 い ）
者f尋取
工学部 助教授 中 谷秀夫
工学博士 （大阪大学 ）
平成元年 1 月 30 日
室温動作型化合 物半導体放射線検 出 器
の 開発 に 関す る 研究 －Hgl 2 お よ び G








平成元年 3 月 15 日






理学部 助手 池 田 栄雄
理学博士 （広島大学）



















文 部 教 宮
文 部事務官
文 部 技 官
文 部 教 官
，， 
，， 







育教昭和63年度 に 定年 （停年） 又 は勧奨 に よ り 退 職 さ れ
る 方 々 を 囲 む 懇談会が 去 る 3 月 10日 幽午 前 1 1 時 か ら
事務局会議室 に お い て 開催 さ れ ま し た 。
懇談会 に先立 ち ， 大会議室 に お い て 記 念 品 の 贈呈 ，
学長挨拶 ， 退職 （予定 ） 者代表の 謝 辞 ， 記 念 撮 影 が 行
わ れ た あ と 会場 を 中会議室 に移 し て 懇談 会 に 入 り ま し
（平成元
文 部 技 官 松
文 部 教 官 小
文部事務官
崎















懇談会 は終始和 や か な 雰 囲 気 の う ち に 行わ れ ， 学長
を は じ め 各部局長 か ら 永年の労がね ぎ ら われ ま し た 。















文 部 技 官








平成元年 4 月 1 日
海
渡航の種類 所 属 職 氏 名
経済学部 教 授 武井 勲
海外研修旅行
工 学 部 助 手 高橋 隆一




渡 航 先 国
ノ Jレ ウ ェ ー ， オ ラ
ン ダ ， 連合王国，
デ ン マ ー ク ， ス ウ ェ
ー デ ン ， フ ラ ン ス
ス イ ス ， ア メ リ カ
合衆国， ド イ ツ 連
邦共和国
ア メ リ カ 合衆国
ア メ リ カ 合衆国
第305号
者
目 的 期 間
民間歯科保険 お よ び リ ス ク ・ 元 . 3 .  26 
マ ネ ジ メ ン ト に 関す る 研究調
査 ， 研究打合せ 元. 4. 17 
1989年国際応用磁気会議 に 出 元 . 3.  23 
席及 び磁性薄膜に関す る 研究
資料収集 元. 4 .  4 
「文化的 コ ン テ ク ス ト と 発語 元. 3. 3 1  の選択性j につ い て コ ロ ン ビ
ア大学 ジ ョ ン フ ァ ン ス ロ ー教
授 と 研究協議の た め 元. 4 .  24 
平成元年 4 月 1 日 み拍手 報 第305号
主 要 行 事
3 月
1 ～ 10 日 学長候補適任者推薦書受付
2 日 富 山 大学入学試験管理委員会専門委員会
3 日 教務委員会及 び補導協議会 の 合 同 委員会
第31図北陸五大学施設担 当 者協議会
（於 ： 金沢大学）
2 ～ 4 日 北陸地区国立 5 大学合同健康増進合宿 セ ミ
ナ ー （於 ： 極楽坂 ス キ ー 場 ）
5 ～ 6 日 平成元年度富 山 大学入学試験 （第 2 次試験）
9 日 第 8 回国際交流委員会留学生部会
10日 退職予定者 と の 懇談会
第 4 回学長候補者選挙管理委員会
14 日 第 5 回学長候補者選挙管理委員会
第 10回学寮補導委 員 会
15日 次期学長候補者選挙の予備選挙候補者の公示
16～ 17 日 外 部 資金 に よ る 研究 の在 り 方 に 関 す る 説 明
A :zi;; 




22 日 第11 回事務協議会
合格者発表




29 日 次期 学長候補者選挙 の 予備 選挙投票 日
31 日 第 2 次募集合格者発表
















25 日 学部本業証書 ， 人文科学研究科 修 士 学 位 記
授与式並 び に 祝 賀 会 （於 ： 富山県民会 館 ）
27 日 係長会議
防火対策委員会
｜ 教 育 学 部 ｜
3 月 1 日 人事教授会
10日 人事教授会
13～19日 ス キ ー E 実習 （於 ： 志賀高原発晴 ス キ ー場）
14日 附属 養護学校卒業式


















｜ 経 済 学 部 ｜
3 月 7 日 係長会議
8 日 私費外国人留学生入学試験選考委員会
学部将来構想検討委員会
13 日 コ ン ビ ュ ー タ 管理運営委員会
14 日 夜間主 コ ー ス 編入学試験











3 月 1 日 教授会
学科主任会議
8 日 事務連絡会

















31 日 物理学科定員一部留保第 2 次募集合格 者 発
表
3 月 1 日 平成元年度入学試験実施説明会
2 日 専任教授会








22 日 工学部教育用端末利用 委員会
25 日 工学部卒業証書授与式及 び工学研究科 修 士
学位記授与式 （於 ： ボ ル フ ア ー ト と や ま ）










｜ 附 属 図 書 館 ｜
3 月 3 日 第 5 回 商議会
6 日 係長事務打合せ会




平成元年 4 月 1 日
卜 リ チウム科学センター ｜
品崎一子
3 月 27 日 富山大学人文学部 ， 理学 部 ， 教 養部 及 び ト
リ チ ウ ム 科学 セ ン タ ー 防火対策委員会
｜ 地域共同研究センター ！










2 ～ 4 日 北陸地区国立 5 大学合 同健康増進合宿 セ ミ
ナ ー




3 月 15 日 教授会
29 日 教授会 （持 ち 回 り ）
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資 料
平成元年 3 月 卒業 （修 了 ） 者数
O学 部 平成元年 3 月 25 日 付
よおメ？ 56 57 58 59 60 � 計
人 文 》守ゐ亀．・ 科 5 7 71  83 
人文学部 雪回五c ナ�」 文 子Aみら 手ヰ 1 1 5 69 77 
計 1 6 12 140 160 
小 学 校 教 員 養 成 課 程 2 132 135 
中 学 校 教 員 養 成 課 程 1 4 45 50 
教育学部 養護学校教員養成課程 20 20 
幼 稚 園 教 員 養 成 課 程 26 27 
計 1 1 1 6 223 232 
経 済 且寸ιー 科 2 12 92 107 
経 営 子ム主ゐ 科 4 19 82 105 
経済学部
経 営 法 点守
以一． 手ヰ 13 42 55 
計 6 44 216 267 
数 すA孟4与ー 科 3 1 16 26 46 
物 理 且寸4ー 科 4 6 26 37 
化 ぷf主主－． 科 2 9 24 35 
理 学 部
生 物 学 手ヰ 1 2 6 21 30 
地 球 科 学 科 3 4 17 24 
計 5 12 41 1 14 172 
電 気 工 Aーテ..... 科 1 2 6 39 48 
工 業 イヒ 子＂＂＂.： 科 2 6 28 36 
金 属 工 � aι． 科 2 3 4 24 33 
機 械 工 A子..... 科 1 5 13 40 60 
工 学 部
生 産 機 械 工 学 科 4 29 33 
化 ヲA主� 工 可b守M一． 科 1 2 7 21  31  
電 子 工 子....... 科 1 5 25 32 
計 3 7 12 45 206 273 
－€コ'- 計 5 15 37 148 899 1 , 104 
0専攻科
63 ｜ 合 計
教 育 専 攻 科
経済学専攻科
合
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0大学院





年度 6 1 6 2 � 計
日 本 ・ 東 洋 文 化 専攻 2 2 
人文科学研究科 西 洋 文 化 専 攻 2 2 
計 2 2 4 
数 す＂＂与－ 専 攻 2 2 
物 理 学 専 攻 9 9 
理 学 研 究 科
イヒ Aす孟4一与 専 攻 9 9 
生 物 学 専 攻 5 5 
地 球 科 学 専 攻 3 3 
計 28 28 
電 気 工 学 専 攻 7 7 
工 業 化 学 専 攻 9 9 
金 属 工 学 専 攻 9 9 
工 学 研 究 科
機 械 工 学 専 攻 7 7 
生 産 機 械 工 学 専 攻 4 4 
化 学 工 学 専 攻 7 7 
電 子 工 学 専 攻 1 1  1 1  
言十 54 54 












平成元年 4 月 1 日
学 教 養
授業関係等 全学部 （夜間主
期 コ ー ス を除 く ）
授 業
4 月 11 日 （刈～
前 7 月 10 日 （月）
夏季休業
7 月 14 8 幽～
8 月 31 日 同A守L与
9 月 1 月 幽～
授 業 9 月 14 日 同
期 期末試験 9 月 16 日 出～9 月 29 日 幽
授 業
10月 16 日 （月）～
f愛 12月 23 日 出
冬季休業 12月 25日 （月）～1 月 10 日 嗣ふ寸孟ι一
1 月 1 1 日 休）～授 業 2 月 14 日 （樹
期 期末試験 2 月 19 日 （月）～2 月 27 日 附
備 考
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平成元年度授業 日 程表
部
経 済 学 部 人 文 学 部
夜間主 コ ー ス
4 月 1 1 日 関～ 4 月 12 日 同～
7 月 10 日 （月） 7 月 1 1 日 側
7 月 11 日 （対～ 7 月 12 日 制～
8 月 31 日 休） 8 月 31 日 同
9 月 1 月 幽～ 9 月 1 月 幽～
9 月 14 日 休） 9 月 14 日 休）
9 月 21 日 体）～
9 月 29 日 幽
10月 16日（月）～ 10月 13日幽～
12月 23 日 出 12月 16 日 出
12月 25 日 （月）～ 12月 18日 （月）～
1 月 10 日 附 1 月 6 日 出
1 月 11 日 同～ 1 月 8 日 （月）～
2 月 14 日 休） 2 月 15 日 休）
2 月 20 日 側～
2 月 27 日 ω
経 済 学 部
教 育 学 部 昼間主 コ ー ス 理 学 部 工学部
夜間主 コ ー ス
4 月 6 日開～ 4 月 1 1 日 附～ 4 月 13 日 休）～ 4 月 13 日 休）～
7 月 12 日 嗣 7 月 17 日 （月） 7 月 12 日嗣 7 月 12 日 同
7 月 24 日 （月）～ 7 月 18 日 ω～ 7 月 13 日 休）～ 7 月 13 日 休）～
8 月 31 日 休） 8 月 31 日 休） 8 月 31 日 休） 8 月 31 日 休）
9 月 1 日 掛～ 9 月 1 月 樹～ 9 月 1 月 樹～
9 月 7 自体） 9 月 14 日 同 9 月 21 日 休）
7 月 17 日 （月）～ 9 月 1 1 日 （月）～
7 月 22 日 出 9 月 20 日 体）
10月 2 1 日 出～ 10月 16 日 （月）～ 10月 16 日 開～ 10月 16日（月）～
12月 22 日 樹 12月 23 日 出 12月 23 日出 12月 23 日 凶
12月 23 日出～ 12月 25 日 （月）～ 12月 25 日 （月）～ 12月 25日 （月）～
1 月 6 日 出 1 月 6 日 出 1 月 10 日 （水） 1 月 6 日 出
1 月 8 日 （月）～ 1 月 8 日 （月）～ 1 月 1 1 日 休）～ 1 月 8 日 （月）～
2 月 10 日 出 2 月 10 日 出 2 月 14日（水） 2 月 17 日 出
2 月 16日幽～ 2 月 15 日 休）～
2 月 22 日 休） 2 月 23 日 樹
教育実習
9 月 1 日 掛～
10月 20 日 幽
編 集 富 山 大 学 庶 務 部 庶 務 課
富 山 市 五 福 3 1 9 0 
印刷所 第 一 共 同 印 刷 株 式 会 社
富山市太郎丸 1 2 2 0 2 
電 話 （21) 0 1 9 6 
